
様式第３号（第５条関係）

八百津町農業委員会長　様

八百津町農地利用最適化推進委員候補として下記のとおり応募します。

性別

女

農地利用最適化推進委員候補者応募申込書（記入例）
　　　　令和　８年　　３月　　〇〇日

【応募する地区】 地区名：潮南

氏　　　名 生年月日（満年齢） 住　　　所 職　　業

南戸　直子 S５３年１１月１１日（満４７才） 八百津町南戸〇〇〇番地 パート・農業

【連絡先】固定電話：　　　　０５７４（　　４２　　）　〇〇〇〇 携帯電話：　　０９０（　〇〇〇〇　）〇〇〇〇

【農業委員会委員への応募の有無】 無　　　・　　　有

【経歴】

平成１５年３月　　結婚を機会に夫の実家の農業を手伝い始める
平成３０年５月　　〇〇市の道の駅〇〇でパート勤務を開始

【農業経営の状況】（耕作面積、作目、農業従事日数、農業所得額等）

　耕作面積：2.0ha（所有地：2.0ha、借入地：0ha）
　作目：水稲1.5ha、露地野菜（ナス、白菜、大根、イモ類）0.3ha、果樹（栗）0.2ha
　農業従事日数：150日
　農業所得額：月約3万円

【応募の理由】

　大きな規模ではありませんが２０年程度の農業経験があり、道の駅での勤務では農産物の取り扱いをしている
ため、農業に対する知識があります。
　また、集落の中で座談会等にも参加しており、地域の中でのコミュニケーションも十分です。
　今回、最適化推進委員の役割を知り、これまでの経験が地域に役立つかもしれないと感じ、応募します。


